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6月3日  第3回 新宿子育てメッセ（新宿コズミックセンター）6月3日  牛込消防団操法大会（若松町・総務省第2庁舎駐車場） 6月8日  みなみもと町公園『ビオトープ』オープン
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　議案の概要と審議結果
●区政のここを問う！
　定例会での代表・一般質問

●沖縄追悼式典に参加
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…………………………… 3～5 面

トップニュース

■■  区長提出議案33件と議員提出議案4件の議案を可決
○ 平成 24年度一般会計補正予算（第 1号）
　・多文化共生まちづくり会議の設置に伴う委員報酬等

　・私立保育所等（対象：7施設）への耐震改修経費助成

　・高齢者肺炎球菌ワクチン接種の実施（平成24年10月1日開始）

　・耐震改修工事費補助の対象に無接道等の木造住宅を追加（平成24年7月1日開始）

○ 「新宿ＮＰＯ協働推進センター（高田馬場 4-36-12）」を設置（平成 25年 4月 1日施行）

○ 「中村彝アトリエ記念館（下落合 3-5-7）」を設置（平成 25年 3月 17日施行）

○ 「多文化共生まちづくり会議」を設置して、多文化共生のまちづくりを総合的かつ効果的に推進
○ 「中落合子ども家庭支援センター」でひろば型一時保育サービスを開始（平成 25年 11月 1日施行）

○ 「新宿中央公園」の管理を指定管理者に（平成 25年 4月 1日施行）

○ 災害時の在宅避難者や帰宅困難要援護者用として、災害用食糧等を買い入れる（6,742 万 5,960 円）
　 ………………………………………………………………………………………………………………………  関連記事 2 面

3 億 572 万 4千円
　164 万 0千円

　1億 3,561 万 7千円

　1億 4,386 万 7千円

　2,460 万 0千円
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も
要
望
し
ま
し
た
。
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会派略称  自　民＝自由民主党新宿区議会議員団
　　　　    共　産＝日本共産党新宿区議会議員団
　　　　    み無会＝みんな・無所属の会
　　　　    主　権＝区民主権の会

公　明＝新宿区議会公明党
民無ク＝民主・無所属クラブ
社　会＝社会新宿区議会議員団
花マル＝新宿区議会花マルクラブ

議案の概要と審議結果  （賛成…●、反対…×）
平成24年（2012年）7月25日No.２５５ 2

新宿区議会ホームページもご覧ください！ 新宿区議会

○平成24年第2回定例会　（6月8日～6月19日）

公明議　案　名 概　　　要 共産 民無ク 主権み無会社会 花マル 議決結果自民

［所掌事務］

平成24年度新宿区一般会計補正予算（第1号）

新宿区立中村彝アトリエ記念館条例

新宿区診療所における専属の薬剤師の配置の基準に関する条例

新宿区個人情報保護条例等の一部を改正する条例

新宿区特別区税条例の一部を改正する条例

新宿区住民基本台帳制度の適正な運用に関する条例の一部
を改正する条例

新宿区印鑑条例の一部を改正する条例

新宿区一般事務手数料条例の一部を改正する条例

新宿区心身障害者福祉手当条例の一部を改正する条例

新宿区立シニア活動館条例の一部を改正する条例

新宿区立地域交流館条例の一部を改正する条例

新宿区学童クラブ条例の一部を改正する条例

新宿区保健衛生事務手数料条例の一部を改正する条例

新宿区立子育て支援施設の設置及び管理に関する条例の一
部を改正する条例

（仮称）四谷保健福祉施設・清掃センター等建設建築工事
請負契約の変更について

新宿区助産の実施又は母子保護の実施に係る費用徴収条例
の一部を改正する条例

新宿区自動交付機の利用に関する条例の一部を改正する条例

若林康子氏、金井重彦氏、井上美那子氏、飯島泰文氏、木澤克之氏

１面の「意見書（要旨）」をご覧ください。

新宿区多文化共生まちづくり会議条例

新宿区立新宿NPO協働推進センター条例

人権擁護委員候補者の推薦に関する意見の聴取に
ついて

新宿区立保育所条例及び新宿区立ことぶき館条例の一部を
改正する条例

新宿区空き家等の適正管理に関する条例

「防災・減災ニューディール」による社会基盤再構築を求め
る意見書

駅ホーム柵設置推進に関する意見書

駅ホーム柵設置推進に関する意見書

空襲被害者の援護に向けた実態調査の実施を求める意見書
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補正予算額：3億572万4千円、補正後予算額：1,375億2,517万4千円
補正の理由：多文化共生まちづくり会議の運営に要する経費、私立保育所等への耐震改修経
　　　　　 費の助成に要する経費、高齢者肺炎球菌ワクチン接種の実施に要する経費、建
　　　　　 築物等耐震化支援事業に要する経費等を計上

「医療法」の改正に伴い、診療所における専属の薬剤師の配置の基準を定める。

新宿区立公園条例の一部を改正する条例

新宿区立幼稚園条例の一部を改正する条例

災害用食糧等の買入れについて

町の区域の変更について

町の区域の変更について

新宿区立の小学校、中学校及び特別支援学校の非常勤の学校医、学校歯科
医及び学校薬剤師の公務災害補償に関する条例の一部を改正する条例

「新宿中央公園」の管理を指定管理者に行わせる。

特定非営利活動法人等の協働の取組を推進して、社会貢献活動の健全な発展を図ることによ
り、区民福祉の向上に寄与する施設として、「新宿NPO協働推進センター」を設置するととも
に、その管理を指定管理者に行わせる。（高田馬場4-36-12）

地域の文化や歴史に対する区民の愛着と誇りを育み、地域文化の振興と発展に資するための
施設として、「中村彝アトリエ記念館」を設置するとともに、その管理を指定管理者に行わせ
る。（下落合3-5-7）

「労働者派遣事業の適正な運営の確保及び派遣労働者の就業条件の整備等に関する法律」の改正に
より、その題名が改められることに伴い、同法を引用している条例について引用法律名を改める。
1 「新宿区個人情報保護条例」
2 「新宿区公益保護のための通報に関する条例」
3 「新宿区職員の行動基準及び責務等に関する条例」

多文化共生のまちづくりを総合的かつ効果的に推進するため、区長の附属機関として「多文化
共生まちづくり会議」を設置する。

［組織］ 学識経験を有する者、区民、多文化共生活動団体の構成員、地域団体の構成員（任期:2年）

「東日本大震災からの復興に関し地方公共団体が実施する防災のための施策に必要な財源
の確保に係る地方税の臨時特例に関する法律」の施行及び「地方税法」の改正等に伴い、平成
26～35年度の区民税均等割を500円引き上げる等所要の改正を行う。

「住民基本台帳法」の改正及び「外国人登録法」の廃止により、外国人住民が新たに「住民基本
台帳法」の適用対象に加えられることに伴い、住民基本台帳一覧表の閲覧の申出等に係る本
人であることの確認等の規定に関し、所要の改正を行う。

「住民基本台帳法」の改正及び「外国人登録法」の廃止により、外国人住民が新たに「住民基本
台帳法」の適用対象に加えられることに伴い、印鑑の登録資格、登録印鑑の制限、印鑑登録原
票及び印鑑登録の抹消等に関し、所要の改正を行う。

「住民基本台帳法」の改正及び「外国人登録法」の廃止により、外国人住民が新たに「住民基本
台帳法」の適用対象に加えられることに伴い、自動交付機の利用カードのサービス区分、利
用登録の申請における本人等の確認及び利用登録の抹消等に関し、所要の改正を行う。

「住民基本台帳法」の改正及び「外国人登録法」の廃止により、外国人住民が新たに「住民基本
台帳法」の適用対象に加えられることに伴い、外国人登録に関する証明書等の交付に係る手
数料の規定を削除する。

「東京都ふぐの取扱い規制条例」及び「特別区における東京都の事務処理の特例に関する条
例」の改正により、ふぐ加工製品の取扱いに関する届出済票の交付事務を特別区が処理する
こととなったことに伴い、当該事務に係る手数料を新たに定める。

1 「落合第一幼稚園」の園舎を改築し、「落合第一小学校」の情緒障害等通級指導学級とする
　 ため、同園を廃止する。
2 「東戸山幼稚園」の移転に伴い、同園の位置を変更する。（戸山2-34-101→戸山2-34-2）

「障害者自立支援法」に基づき従前の例により運営することができることとされていた「身
体障害者更生援護施設」及び「知的障害者援護施設」について、名称を「障害者支援施設」に改
める規定整備を行う。

「大久保第二保育園」及び「大久保ことぶき館」の移転に伴い、これらの施設の位置を変更す
る。（大久保1-4-1→大久保1-17-20）

「西新宿ことぶき館」を廃止し、新たに「西新宿シニア活動館」を設置するとともに、その管理
を指定管理者に行わせる。

所得税等の年少扶養控除の廃止等により、助産の実施及び母子保護の実施に係る費用の額
への影響が生じないよう所要の改正を行う。

「公立学校の学校医、学校歯科医及び学校薬剤師の公務災害補償の基準を定める政令」等の
改正に伴い、補償基礎額を改定する。

災害用備蓄物資の充実を図るため、災害時における在宅避難者や帰宅困難要援護者用とし
て災害用食糧等を買い入れる。

空き家等の管理不全状態を防止することによって、区民の良好な生活環境を確保するため、
空き家等の適正な管理に関し基本的事項を定める。

「（仮称）四谷保健福祉施設・清掃センター等建設建築工事請負契約」の契約金額を変更する。
変更前：13億200万円→変更後：12億9,851万4,000円

（仮称）四谷保健福祉施設・清掃センター等建設電気設備
工事請負契約の変更について

（仮称）新宿区立落合第一小学校情緒障害等通級指導学級等
増築その他建設工事請負契約

「（仮称）四谷保健福祉施設・清掃センター等建設電気設備工事請負契約」の契約金額を変更
する。変更前：2億5,095万円→変更後：2億5,055万1,000円

東京都市計画道路幹線街路放射第6号線の拡幅整備に伴い、町の区域を変更する。
変更前：西新宿八丁目の一部→変更後：北新宿一丁目の一部

東京都市計画事業北新宿地区第二種市街地再開発事業に伴い、町の区域を変更する。
変更前：北新宿二丁目の一部→変更後：西新宿八丁目の一部

「（仮称）新宿区立落合第一小学校情緒障害等通級指導学級等増築その他建設工事」を施行する。

1 「中町児童館」及び「東五軒町児童館」の管理を指定管理者に行わせる。
2 「中落合子ども家庭支援センター」において、新たにひろば型一時保育サービスの提供を行う。

1 「中落合学童クラブ」を廃止し、新たに「落合第一小学校内学童クラブ」を実施する。（中落合2-13-27）
2 「中町学童クラブ」、「東五軒町学童クラブ」及び「落合第一小学校内学童クラブ」においては、
　 延長利用することができることとする。

「東五軒町ことぶき館」を廃止し「東五軒町地域交流館」を、「中町ことぶき館」を廃止し「中町地域交
流館」をそれぞれ新たに設置するとともに、これらの地域交流館の管理を指定管理者に行わせる。

・ 多文化共生のまちづくりの課題解決のための区の重要な施策に関すること。
・ 多文化共生のまちづくりを推進するための外国人である区民等に対する支援 
   に係る区の重要な施策に関すること。　等

諮　問（5件）

条例の制定

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 可決

◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ 決定

　 　 ◯ 　 　 ◯ 　 ◯ 否決

◯ ◯ 　 ◯ 　 　 ◯ ◯ 可決×

× × × ××

×
×

2人

1人
◯



が
な
い
よ
う
に
、
教
育
扶
助
や
就
学

援
助
を
適
切
に
対
応
す
べ
き
。

　
　
　①
稼
働
世
代
向
け
有
期
保
護

制
度
の
創
設
等
を
示
し
、
地
方
自
治

体
の
意
見
を
反
映
さ
せ
た
抜
本
改
革

の
実
施
を
要
望
し
て
い
る
。
②
昨
年

7
月
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
等
と
連
携
し

た
「
新
宿
就
職
サ
ポ
ー
ト
ナ
ビ
」
を

開
設
し
、
半
数
以
上
が
就
労
に
結
び

つ
い
た
。
7
月
か
ら
NPO
等
と
連
携
し

て
柔
軟
で
粘
り
強
い
就
労
支
援
を
推

進
す
る
。
③
児
童
・
生
徒
に
対
す
る

放
課
後
等
学
習
支
援
を
実
施
し
、
学

力
向
上
に
努
め
て
い
る
。

　
　
　平
成
22
年
度
に
実
施
さ
れ
た

平成24年（2012年）7月25日 No.２５５3

沖  
と
も
み

　
　
　孤
独
死
・
孤
立
死
は
大
き
な
社

会
問
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
未
だ
に

明
確
な
定
義
が
な
い
た
め
、
全
国
的

な
統
計
が
な
く
、
実
態
が
把
握
さ
れ

て
い
な
い
。
①
区
が
孤
独
死
の
定
義

を
明
確
に
し
て
こ
な
か
っ
た
理
由
と

制
定
へ
の
考
え
は
。
②
警
察
と
連
携

し
て
統
計
の
把
握
を
。
③
孤
立
死
の

お
そ
れ
が
あ
る
世
帯
を
把
握
し
て
見

守
り
の
輪
の
拡
充
を
。

　
　
　①
独
自
の
基
準
を
当
て
は
め

る
こ
と
よ
り
、
具
体
的
対
策
の
推
進

に
重
点
を
置
き
事
業
を
進
め
て
き

た
。
国
・
都
の
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。
②
東
京
都
監
察
医
務
院
に
照

会
し
、
把
握
し
て
い
る
。
③
９
月

を
目
途
に
「（
仮
称
）
新
宿
区
い
の
ち

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
構
築
し
て
検

討
す
る
。

文
部
科
学
省
の
調
査
に
よ
る
と
、
子

ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
は
、
昭
和

60
年
頃
か
ら
低
下
傾
向
が
続
い
て
い

る
。
30
年
前
と
比
較
し
て
、
ほ
と
ん

ど
の
項
目
が
下
回
っ
て
い
る
一
方

で
、
身
長
・
体
重
等
の
体
格
が
向
上

し
て
い
る
こ
と
は
、
身
体
能
力
の
低

下
が
深
刻
な
状
況
で
あ
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。①
体
力
づ
く
り
と
運
動

能
力
向
上
へ
の
課
題
と
取
組
み
は
。

②
学
校
ご
と
に
目
標
を
設
定
す
る
な

ど
の
取
組
み
を
。③
都
の
「
ア
ス
リ
ー

ト
に
よ
る
『
一
日
校
長
先
生
』
事
業
」

を
活
用
し
て
、
ス
ポ
ー
ツ
選
手
と
の

交
流
を
通
じ
た
運
動
に
親
し
む
契
機

と
な
る
取
組
み
を
。

　
　
　①
日
常
的
に
楽
し
く
運
動
に

親
し
む
児
童
・
生
徒
の
育
成
や
体
育

科
授
業
の
改
善
が
課
題
。
各
校
の
教

員
を
集
め
た
「
体
力
向
上
推
進
委
員

会
」
で
幼
児
期
か
ら
の
系
統
的
な
取

組
み
を
検
討
・
計
画
し
て
い
く
。
②

「
ス
ポ
ー
ツ
ギ
ネ
ス
新
宿
」
や
「
一
校

一
取
組
」
運
動
の
実
施
で
、
体
力
向

上
を
図
っ
て
い
る
。
③
昨
年
度
、
江

戸
川
小
で
実
施
し
、
休
み
時
間
に
校

庭
に
出
る
子
ど
も
が
増
え
る
な
ど
の

効
果
が
み
ら
れ
る
。
今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
を
積
極
的
に
活
用
す
る
。

　こ
の
他
に
、「
震
災
対
策
」「
財
政

問
題
」
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し

た
。

質
問

質
問

答
弁

答
弁

代

表

質

問

み
ん
な
・
無
所
属
の
会

孤
独
死
・
孤
立
死
に
つ
い
て

山
田

　啓
史

　
　
　特
別
区
は
、
2000
年
の
都
区
制

度
改
革
で
、
「
都
の
内
部
団
体
」
か
ら

「
基
礎
的
な
自
治
体
」
に
位
置
付
け
ら

れ
た
。
改
革
を
前
進
さ
せ
る
た
め
、
こ

れ
ま
で
の
成
果
と
今
後
の
取
組
み
を
聞

き
た
い
。
①
改
革
の
課
題
と
解
決
へ
の

取
組
み
は
。
②
都
区
財
政
調
整
制
度
を

ど
う
し
た
い
の
か
。
③
５
年
間
た
な
ざ

ら
し
状
態
に
な
っ
て
い
る
特
別
区
制
度

調
査
会
の
提
言
を
ど
う
す
る
の
か
。

　
　
　①
事
務
移
譲
に
応
じ
た
財
源

移
譲
と
特
別
区
の
主
体
性
の
強
化
を

目
指
す
。
②
制
度
の
骨
格
か
ら
の
改

質
問

代

表

質

問

社
会
新
宿
区
議
会
議
員
団

65
周
年
を
迎
え
た
「
特
別
区
制
度
」
の
改
革
に
つ
い
て

根
本

　二
郎

　
　
　新
宿
は
『
互
い
に
出
会
い
交

流
す
る
ま
ち
』
。
東
北
復
興
の
交
流

拠
点
と
な
る
べ
く
積
極
的
に
取
り
組

む
べ
き
。
①
「
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
」
新
宿
通
り
パ
レ
ー
ド
へ
の
山

車
の
参
加
に
対
す
る
見
解
は
。
②
歌

舞
伎
町
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
の
発
展
を
目

指
し
、
被
災
地
支
援
イ
ベ
ン
ト
を
。

③
被
災
地
か
ら
の
復
興
に
向
け
た
協

力
要
請
に
積
極
的
に
応
え
る
べ
き
。

　
　
　①
被
災
地
に
向
け
元
気
を

発
信
し
、
明
る
い
話
題
を
提
供
す

る
こ
と
が
絆
づ
く
り
の
一
助
と
考

え
る
。
②
関
係
部
署
が
連
携
し
、

効
果
的
な
被
災
地
支
援
を
実
施
す

る
。
③
被
災
地
支
援
事
業
に
積
極

的
に
取
り
組
み
、
被
災
自
治
体
の

期
待
に
応
え
て
い
く
。

革
が
必
要
で
あ
り
、
特
別
区
の
財
政

自
主
権
の
強
化
を
目
指
す
。
③
都
区

の
役
割
分
担
の
整
理
と
税
財
政
安
定

化
の
実
現
に
取
り
組
む
。

質
問

答
弁

答
弁

代

表

質

問

区
民
主
権
の
会

陸
前
高
田
「
う
ご
く
七
夕
」
山
車
の
区
内
巡
行
な
ど
被
災
地
復
興
支
援
を

都区制度改革を前進させよう 見守り事業の拡充を

熊本市のNPO法人から寄贈された山車で
7/1「社会を明るくする運動」パレード参加

子どもの体力づくりと運動能力向上への取組みを

佐
原

　た
け
し

　
　
　生
活
保
護
制
度
は
、
社
会
経

済
情
勢
の
変
化
に
対
応
で
き
て
お
ら

ず
、
制
度
疲
労
を
起
こ
し
て
い
る
。

稼
働
能
力
が
あ
り
な
が
ら
生
活
保
護

に
至
る
世
帯
の
増
加
や
生
活
保
護
費

の
約
半
分
が
医
療
扶
助
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
制
度
上
の
問
題
を
感
じ
る
。

①
国
の
生
活
保
護
制
度
見
直
し
に
対

し
て
、
現
場
を
知
る
自
治
体
と
し
て

具
体
的
な
提
案
を
す
べ
き
。
②
「
稼

働
能
力
の
あ
る
そ
の
他
世
帯
」
に
対

す
る
就
労
支
援
事
業
の
取
り
組
み
状

況
は
。
③
保
護
者
の
経
済
状
況
が
子

ど
も
た
ち
の
将
来
を
束
縛
す
る
こ
と

質
問

答
弁

代

表

質

問

自
由
民
主
党
新
宿
区
議
会
議
員
団

生
活
保
護
制
度
な
ど
に
つ
い
て

自　民＝自由民主党新宿区議会議員団　　公　明＝新宿区議会公明党　　　　共　産＝日本共産党新宿区議会議員団　　民無ク＝民主・無所属クラブ
み無会＝みんな・無所属の会　　　　　　社　会＝社会新宿区議会議員団　　主　権＝区民主権の会　　　　　　　　　花マル＝新宿区議会花マルクラブ

会派略称

子
ど
も
の
体
力
・
運
動
能
力
の
向
上
を

　
　
　東
日
本
大
震
災
で
は
、
甚
大

な
被
害
の
た
め
自
治
体
の
公
助
が
十

分
に
機
能
で
き
ず
、
地
域
住
民
に
よ

る
自
助
・
共
助
の
重
要
性
が
再
認
識

さ
れ
た
。①
児
童
・
生
徒
を
含
む
学
校

と
地
域
が
一
緒
に
行
う
実
地
訓
練
の

開
催
を
。②
地
域
防
災
力
底
上
げ
事

業
と
し
て
、
応
急
処
置
法
な
ど
の
定

期
的
な
防
災
講
習
会
の
開
催
を
。③

広
域
的
な
防
災
対
策
と
し
て
、
23
区

間
で
相
互
協
力
・
支
援
協
定
が
締
結

さ
れ
て
い
る
。
隣
接
区
等
と
の
連
携

状
況
は
。④
一
斉
帰
宅
抑
制
の
環
境

整
備
へ
の
課
題
は
安
否
確
認
。
区
外

で
帰
宅
困
難
者
と
な
っ
て
い
る
区
民

や
区
内
に
滞
在
す
る
帰
宅
困
難
者
へ

の
情
報
発
信
に
つ
い
て
の
考
え
は
。

　
　
　①
避
難
所
運
営
訓
練
へ
の
児

童
・
生
徒
の
参
加
や
学
校
主
催
の
訓

練
に
あ
わ
せ
た
避
難
所
運
営
訓
練
の

実
施
に
取
り
組
む
。②
消
防
署
と
連
携

し
、
誰
も
が
気
軽
に
参
加
で
き
る
講

習
会
を
実
施
す
る
。③
区
間
連
携
に
よ

り
、
被
災
者
相
互
受
入
れ
や
被
災
者

生
活
再
建
支
援
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、

災
害
医
療
の
応
援
体
制
・
搬
送
調
整

な
ど
の
体
制
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で

い
る
。④
学
校
等
に
よ
る
安
否
情
報
や

災
害
用
HP
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を

検
討
す
る
。
区
内
に
滞
在
す
る
帰
宅

困
難
者
に
つ
い
て
は
、
国
や
都
の
検

討
結
果
や
訓
練
の
成
果
を
踏
ま
え
て

情
報
発
信
内
容
・
手
段
を
検
討
す
る
。

北
島

　敏
昭

質
問

代

表

質

問

新
宿
区
議
会
公
明
党

防
災
対
策
に
つ
い
て

答
弁





　
　
　①
実
績
か
ら
み
る
と
、
制
度

は
十
分
に
機
能
し
て
い
な
い
の
で
は

な
い
か
。②
医
療
機
関
や
公
共
施
設
へ

　
　
　若
年
性
認
知
症
の
初
期
症
状

は
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
早

期
発
見
が
難
し
く
、
治
療
の
機
会
を

捉
え
る
こ
と
が
難
し
い
と
さ
れ
て
い

　
　
　①「
成
年
後
見
セ
ン
タ
ー
」

の
相
談
件
数
が
年
々
増
加
し
て
い
る

こ
と
は
、
潜
在
需
要
の
大
き
さ
と
必

要
性
を
示
し
て
い
る
。
今
後
の
セ
ン

タ
ー
づ
く
り
に
対
す
る
所
見
は
。②

区
に
お
け
る
「
社
会
貢
献
型
後
見
人

候
補
者
」
へ
の
支
援
は
。

　
　
　①
増
加
す
る
相
談
に
的
確
に

対
応
で
き
る
よ
う
、
相
談
・
支
援
体

制
の
見
直
し
と
強
化
を
図
る
。②
意

見
交
換
や
研
修
の
実
施
等
で
、
継
続

し
て
活
動
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
。

え
の
き
秀
隆

　
　
　当
該
選
挙
の
事
務
を
管
理
す

る
選
挙
管
理
委
員
会
の
判
断
で
ネ
ッ

ト
上
の
HP
へ
の
選
挙
公
報
の
掲
載
が

認
め
ら
れ
た
。①
今
後
の
各
選
挙
へ

の
対
応
は
。②
モ
バ
イ
ル
に
つ
い
て

の
対
応
は
。

　
　
　①
先
に
実
施
さ
れ
た
自
治
体

で
の
状
況
を
踏
ま
え
、
次
回
の
区
長
・

区
議
会
議
員
選
挙
で
検
討
す
る
。②

公
職
選
挙
法
の
厳
し
い
制
約
の
中
で

の
対
策
を
研
究
す
る
。

質
問

答
弁

問問

質質

一一

般般

み
無
会

質
問　
　
　①
弁
天
町
の
未
利
用
国
有
地

活
用
計
画
を
契
機
に
、
更
に
良
好
な

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
る

よ
う
な
支
援
を
。②
早
稲
田
南
町
ア

パ
ー
ト
跡
地
の
活
用
計
画
は
、
地
域

の
声
を
十
分
把
握
し
て
立
案
す
べ
き
。

　
　
　①
地
域
活
動
の
拠
点
や
交
流

が
で
き
る
場
を
整
備
し
、
計
画
を
丁

寧
に
説
明
し
つ
つ
活
性
化
と
支
援
に

取
組
む
。②
行
政
需
要
と
地
域
の
声

を
把
握
し
た
上
で
計
画
・
立
案
す
る
。

答
弁

区
有
施
設
の
設
置
計
画
と

　
　
　
　

　

  

地
域
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

成
年
後
見
制
度
の
利
用
促
進
を

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

豊
島
あ
つ
し

公
明

質
問　
　
　①
現
在
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
て
い
る
外
国
人
で
新
制
度
に
移
行

さ
れ
な
い
方
の
取
扱
い
は
。②
特
別

出
張
所
の
分
担
は
。

　
　
　①
在
留
資
格
・
期
間
等
の
適
正

な
手
続
き
を
勧
奨
す
る
と
と
も
に
、

居
住
実
態
等
を
把
握
し
た
上
で
生
命

等
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ

う
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
は
提
供
す
る
。②

特
別
出
張
所
で
も
外
国
人
住
民
の
住

民
基
本
台
帳
事
務
を
取
扱
う
。

答
弁

平
間
し
の
ぶ

民
無
ク

質
問　
　
　①
工
期
延
長
が
示
さ
れ
た

今
こ
そ
「
中
井
駅
臨
時
北
口
改
札
」

の
設
置
に
つ
い
て
、
改
め
て
西
武

鉄
道
に
要
望
す
べ
き
。②
行
政
・
議

会
・
住
民
が
一
体
と
な
っ
た
「
開
か

ず
の
踏
切
」
解
消
へ
の
取
組
み
を

す
す
め
る
べ
き
。

　
　
　①
西
武
鉄
道
に
は
、
臨
時
改

札
の
設
置
を
要
望
す
る
の
で
は
な

く
、
南
北
自
由
通
路
の
早
期
整
備
を

働
き
か
け
る
。②
技
術
的
に
困
難
な

課
題
も
あ
る
た
め
、
当
面
は
区
か
ら

東
京
都
に
対
応
を
働
き
か
け
る
。

答
弁

川
村
の
り
あ
き

共
産

質
問

答
弁

ひ
や
ま
真
一

自
民

5

　
　
　国
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
を
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体

改
革
」
の
介
護
分
野
の
改
革
と
位
置
付

け
て
い
る
。①
区
と
国
の
中
長
期
的
展
望

へ
の
認
識
は
。②
国
・
都
へ
の
要
望
は
。

　
　
　①
区
の
計
画
は
、
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
体
制
の
効
率
化
・
重
点
化
を
目
指

す
国
の
考
え
方
と
同
一
の
方
向
性
に

あ
る
。②
課
題
や
区
民
ニ
ー
ズ
を
的
確

に
捉
え
、
必
要
な
制
度
改
正
等
を
様
々

な
機
会
を
通
じ
て
要
望
す
る
。

質
問

答
弁

お
の 

け
ん
一
郎

主
権

質
問　
　
　福
島
原
発
事
故
原
因
の
真

相
究
明
に
は
程
遠
い
。
原
発
再
稼

働
は
反
対
。
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ

の
転
換
を
。①
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
需
給
体
制
の
一
層
の
充
実
を
。

②
原
発
再
稼
働
に
つ
い
て
区
長
の

見
解
は
。③
脱
原
発
を
目
指
す
首
長

会
議
へ
の
参
加
を
。

　
　
　①
グ
リ
ー
ン
電
力
の
購
入
や

太
陽
光
発
電
の
設
置
を
進
め
る
。②

安
全
確
保
と
情
報
公
開
に
よ
る
住
民

理
解
が
必
要
。③
活
動
や
取
組
み
内

容
を
見
な
が
ら
判
断
し
て
い
く
。

答
弁

脱
原
発
を
目
指
す
首
長
会
議
へ
の

　
　
　
　
　
　
　
　

  

参
加
を

か
わ
の
達
男

社
会

質
問

の
ポ
ス
タ
ー
掲
示
や
チ
ラ
シ
で
制
度

を
周
知
し
て
は
ど
う
か
。

　
　
　①
昨
今
の
厳
し
い
経
済
状
況

下
で
は
、
潜
在
的
な
対
象
者
が
存
在

す
る
の
で
は
な
い
か
と
捉
え
て
い

る
。②
必
要
な
方
に
制
度
を
安
心
し

て
ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
積
極
的

な
広
報
活
動
に
取
り
組
む
。

答
弁

田
中
の
り
ひ
で

共
産

質
問　
　
　①
緑
の
増
加
と
ヒ
ー
ト
ア
イ

ラ
ン
ド
現
象
緩
和
の
対
策
と
し
て
推

進
し
て
い
る
様
々
な
緑
花
政
策
に
つ

い
て
の
総
括
的
な
検
証
と
課
題
は
。

②
区
民
や
来
街
者
か
ら
特
に
評
価
が

高
か
っ
た
施
策
は
。

　
　
　①
緑
被
率
が
増
加
に
転
じ
た
。

緑
化
指
導
、
樹
木
所
有
者
へ
の
支
援

の
検
討
や
水
辺
空
間
と
み
ど
り
を
融

合
さ
せ
る
取
組
み
な
ど
を
進
め
る
。②

屋
上
・
壁
面
の
緑
化
や
バ
ス
停
留
所
の

緑
化
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

答
弁

の
づ 

た
け
し

み
無
会

　
　
　①
不
安
要
因
を
軽
減
す
る
た

め
、
安
価
で
利
用
し
や
す
い
見
守
り
セ

ン
サ
ー
を
導
入
す
べ
き
。②
区
立
住
宅

居
住
者
の
安
否
確
認
を
よ
り
適
切
か
つ

迅
速
に
行
う
た
め
、
合
鍵
を
保
有
し
管

理
す
る
仕
組
み
を
つ
く
る
べ
き
。

　
　
　①
現
行
シ
ス
テ
ム
検
討
の
際
、

様
々
な
セ
ン
サ
ー
を
利
用
し
た
見
守

り
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
も
研
究
す
る
。

②
入
室
確
認
基
準
を
見
直
す
と
と
も

に
、
合
鍵
の
保
有
・
管
理
を
行
う
。

答
弁

西
武
新
宿
線
中
井
駅
の

   

「
開
か
ず
の
踏
切
」
解
消
を

選
挙
に
お
け
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

　
　
　
　
　活
用
に
つ
い
て

外
国
人
の
登
録
制
度
の

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

  

改
正
に
つ
い
て

 

鈴
木
ゆ
き
え

公
明

　
　
　若
者
や
マ
ン
シ
ョ
ン
居
住
者

等
の
町
会
・
自
治
会
加
入
率
を
上
げ

る
た
め
に
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を

活
用
し
た
新
し
い
形
の
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
町
会
・
自
治
会
へ
の
区
の

支
援
施
策
は
。

　
　
　新
宿
区
町
会
連
合
会
の
公

式
HP
「
シ
ン
ジ
ュ
ク
イ
レ
ブ
ン
」
で

は
、
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
度
か
ら
行
っ
て
い
る
町
会
へ

の
ブ
ロ
グ
立
ち
上
げ
の
支
援
を
今

年
度
も
継
続
す
る
。

答
弁

国
民
健
康
保
険
の 

一
部
負
担
金
の

　
　
　

  

減
免
制
度
の
拡
充
を

桑
原
羊
平

自
民

質
問

る
。
相
談
窓
口
の
設
置
・
対
応
を
。

　
　
　早
期
発
見
・
診
断
に
つ
な
げ
る

こ
と
が
重
要
。
特
定
健
診
票
を
送
付

す
る
際
に
、
認
知
症
自
己
チ
ェ
ッ
ク

シ
ー
ト
等
を
同
封
し
て
周
知
し
て
い

る
。
保
健
セ
ン
タ
ー
、
高
齢
者
総
合

相
談
セ
ン
タ
ー
、
障
害
者
福
祉
課
等

の
相
談
窓
口
が
連
携
し
て
対
応
す
る
。

答
弁

緑
花
政
策
に
つ
い
て

孤
独
死
や
孤
立
死
な
ど
か
ら

　
　
　

　
　
　

  

生
命
を
守
る
施
策
を

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
た

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

若
年
性
認
知
症
に
つ
い
て

深
沢
と
し
さ
だ

自
民

　
　
　①
道
路
、
橋
り
ょ
う
、
公
園
等

を
含
む
区
有
施
設
ご
と
の
取
得
日
、
改

修
履
歴
、
減
価
償
却
後
の
価
値
等
の

デ
ー
タ
作
成
・
公
表
を
。
②
自
治
創
造

質
問

研
究
所
の
人
口
推
計
を
活
用
し
、
公

共
施
設
の
あ
り
方
の
検
討
を
。
③
大

規
模
施
設
の
更
新
費
用
の
調
達
は
。

　
　
　①
固
定
資
産
台
帳
公
表
の
準

備
を
進
め
る
。②
い
く
つ
か
の
施
設

を
モ
デ
ル
に
行
政
コ
ス
ト
等
を
算
出

し
分
析
す
る
。③
個
別
に
資
金
計
画

を
作
成
し
慎
重
に
検
討
す
る
。

答
弁

公
共
施
設
の
更
新
に
つ
い
て

下
村
治
生

自
民

質
問

質
問

平成24年（2012年）7月25日 No.２５５

す
る
議
員
自
ら
が
身
を
切
る
べ
き
と

の
考
え
に
対
す
る
区
長
の
考
え
は
。

　
　
　議
員
自
ら
の
意
思
で
削
減
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
異
を
唱
え
る

も
の
で
は
な
い
。

　
　
　私
立
中
学
を
希
望
す
る
理
由
・

原
因
を
分
析
し
、「
学
力
で
も
生
活
指

導
で
も
区
立
中
学
は
私
立
に
負
け
な

い
」
こ
と
を
も
っ
と
PR
す
べ
き
だ
。

　
　
　私
立
希
望
の
理
由
は
様
々
あ

る
と
考
え
る
。
区
立
校
の
特
色
あ
る

教
育
や
地
域
と
連
携
し
た
取
組
み
を

学
校
公
開
や
広
報
紙
な
ど
で
紹
介
し

て
い
る
。
今
後
も
PR
に
力
を
入
れ
る
。

質
問

答
弁

答
弁

区立中学校の特色のPRを

区
立
中
学
校
へ
の
進
学
率
を
高
め
よ

※

※【一部負担金の減免制度】国民健康保険法第 44条にもとづき、病院の窓口で支払う医療費（自己負担割合 3割分）が減額・免除される制度。
　　　　　　　　　　　　　  新宿区では、災害や失業などの「特別な事由」によって収入が著しく減少し、医療費の支払いが困難となった世帯に対し、独自の基準を定めて実施している。
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〔平成23年5月～平成24年3月  17期〕 

政務調査費の各会派収支報告平成23
年度

 政　務　調　査　費

　地方自治法に基づき「新宿区政務
調査費の交付に関する条例」を制定
し、議員（会派）の調査研究に必要な
経費の一部として、区が会派に交付
しています。

政 務 調 査 費 支 出 項 目

研修費

調査研究費

資料費

会議費

広報費

事務費

人件費

区の事務及び地方行財政に関する調
査研究及び調査委託に要する経費
【調査委託費、調査報告書等作成
 費、交通費、宿泊費等】

調査研究に必要な資料の作成及び図
書、資料等の購入に要する経費
【印刷・製本費、原稿料、書籍購入費、
 新聞雑誌購読料等】

議会活動及び区政に関する政策等
の広報活動に要する経費
【広報紙・報告書等印刷費、送料、交
 通費等】

調査研究を補助する職員を雇用す
る経費
【給料、手当、社会保険料、賃金等】

調査研究に係る事務遂行に必要な経費
【事務用品・備品購入費、リース料、
 通信費、事務所費等】

調査研究のための各種会議に要す
る経費
【会場費、会場設営費、講師謝金、
 資料印刷費等】

研修会及び講演会の実施に必要な
経費並びに他団体が開催する研修
会、講演会等への所属議員及び会
派の雇用する職員の参加に要する
経費
【会場費、機材借り上げ費、講師謝金、出
 席者負担金・会費、交通費、宿泊費等】

　新宿区には、全国の自治体の議会（委員会・会派・議員）が施策調査のため視察に訪れています。

視 察 日 議 会 名 調 査 内 容

1 月

1 月

1月

1月

1月

2月

2月

2月

18日

18日

19 日

19 日

31 日

2 日

6日

7日

4月

5月

5月

5月

5月

5月

6月

18日

8 日

10 日

18 日

21 日

28日

6日

2月

3月岩手県
一関市議会

埼玉県
飯能市議会

岡山県
総社市議会
岡山県
岡山市議会
高知県
高知市議会
東京都
稲城市議会
愛知県
岡崎市議会
栃木県
宇都宮市議会
東京都
豊島区議会

佐賀県
佐賀市議会
静岡県
三島市議会

熊本県
熊本市議会
京都府
宇治市議会
愛知県
名古屋市会

大阪府
吹田市議会

愛媛県
松山市議会

京都府議会

あいじつ子ども園

都市間交流事業

議会改革の取り組み

30歳のつどい

建築物等耐震化支援事業

新宿シティハーフマラソン

財政白書

ガン対策推進計画
女性の健康支援

小規模工事受注希望業者登録制度
耐震改修工事助成制度

新宿区自治基本条例

新宿自治創造研究所

障害者就労支援事業 

災害時のペットの救護

議会改革の取り組み

多文化共生への取り組み
新宿区基本構想・総合計画・実行計画と行政評価の取り組み

新宿歴史博物館
新宿区地域文化財制度

地域協働学校（コミュニティスクール）  四谷第六小学校

23日

22日
23日

政務調査費は、次の使途に用いることはできません。

１　政党活動、後援会活動、選挙運動、あるいは個人の利益のために要する経費としての支出
２　日当（1日あたりの決まった手当）としての支出
３　寄付金、賛助会費等、公職選挙法に抵触するものへの支出
４　交際費に要する経費への支出（結婚式の祝い金、香料、見舞金等）

議長交際費の支出状況議長交際費の支出状況平成23
年度

町  　会

地域団体

商 店 会

各種関係団体

そ の 他

合  　計

4

2

2

30

0

38

0

0

0

0

0

0

1

0

0

0

2

3

0

0

0

0

0

0

5

2

2

30

2

41

40,000

11,000

20,000

264,500

0

335,500

0

0

0

0

0

0

45,000

11,000

20,000

264,500

20,000

360,500

5,000

0

0

0

20,000

25,000

0

0

0

0

0

0

単位（円）

支出項目

支出先

会　費

件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額 件数 金額

見舞い 弔　慰 接　遇 合　計

〔平成23年4月～平成24年3月〕
　円滑な議会運営を図
るため、議長が議会を代
表して各種行事や接遇・
儀礼など対外的な活動
をするために支出する
経費です。
　月ごとの集計額を翌
月に区議会ホームペー
ジで公表しています。平
成21年4月分以降をご覧
いただけます。

新 宿 区 議 会
公 明 党

会 派 名 支出合計収入
支 出

調査研究費 研修費 会議費 資料費 広報費 事務費 人件費
会派
人数

9人

9人

8人

4人

3人

2人

2人

1人

38人

14,850,000

14,850,000

13,200,000

6,600,000

4,950,000

3,300,000

3,300,000

1,650,000

62,700,000

1,424,615

517,863

169,660

124,953

131,200

150,295

352,791

19,025

2,890,402

4,628,219

5,148,000

8,097,378

3,508,008

4,339,722

1,968,943

1,734,475

789,517

30,214,262

484,600

551,480

1,240,429

0

0

2,200

13,000

154,398

2,446,107

712,759

996,793

674,618

29,805

1,156

143,901

49,450

25,105

2,633,587

2,098,655

1,571,009

2,177,447

622,385

405,922

710,608

600,284

581,742

8,768,052

3,685,000

0

226,520

2,196,000

72,000

0

550,000

80,000

6,809,520

13,033,848

8,785,145

12,592,037

6,491,471

4,950,000

2,993,707

3,300,000

1,649,787

53,795,995

0

0

5,985

10,320

0

17,760

0

0

34,065合 計

自 由 民 主 党
新宿区議会議員団

日 本 共 産 党
新宿区議会議員団

みんな・無所属の会

民主・無所属クラブ

区 民 主 権 の 会

社 会
新宿区議会議員団

新 宿 区 議 会
花 マ ル ク ラ ブ

※平成23年4月の改選により5月から会派構成が変わりました。4月分（16期）は、本紙№ 253（平成24年1月1日発行）に掲載しています。
※収入…区が会派に対して交付した金額。月額15万円に会派の人数を乗じた金額です。
※残額（収入－支出合計）は、区へ返還されています。

単位（円）

他都市からの視察 (平成24年1月～6月）(平成24年1月～6月）他都市からの視察

視 察 日 議 会 名 調 査 内 容

政務調査費の各会派収支報告



●「新宿区議会ホームページ」のアドレスは、http://www.city.shinjuku.lg.jp/kusei/index08.html
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　新
宿
区
は
、
昭
和
61
年
3
月
15
日

に
「
新
宿
区
平
和
都
市
宣
言
」
を
行

い
ま
し
た
。

　新
宿
区
議
会
で
は
、
毎
年
、
沖
縄
、

広
島
、
長
崎
で
の
式
典
に
議
員
を
派

遣
し
て
い
ま
す
。

　米
軍
基
地
問
題
、
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
が
論
議
さ
れ
る
中
、
沖
縄
戦
で

亡
く
な
っ
た
20
万
人
余
の
犠
牲
者
へ

の
「
慰
霊
の
日
」
6
月
23
日
を
迎
え
、

沖
縄
戦
終
焉
の
地
で
あ
る
糸
満
市
摩

文
仁
の
平
和
祈
念
公
園
で
、
犠
牲
者

を
悼
み
、
世
界
の
恒
久
平
和
を
誓
う

「
沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　追
悼
式
に
は
、
新
宿
区
議
会
の
代

表
と
し
て
、
田
中
の
り
ひ
で
、
根
本

二
郎
、
ひ
や
ま
真
一
の
3
名
の
議
員

が
出
席
し
ま
し
た
。

　私
た
ち
は
、追
悼
式
に
先
立
ち
「
東

京
之
塔
」
に
献
花
を
行
い
ま
し
た
。

　追
悼
式
は
、
沖
縄
県
議
会
議
長

の
式
辞
に
始
ま
り
、
正
午
に
参
列

●
北
九
州
市
で
は
、
産
学
官
連
携
に
よ
る

石
け
ん
系
泡
消
火
剤
の
開
発
の
調
査
と
消

防
局
訓
練
セ
ン
タ
ー
で
の
実
験
を
見
学
し

ま
し
た
。

　環
境
に
優
し
く
、
高
い
消
火
能
力
を
持

つ
泡
消
火
剤
の
開
発
を
目
指
し
て
、
市
消

防
局
と
地
元
の
石
け
ん
メ
ー
カ
ー
、
北
九

州
大
学
が
共
同
開
発
し
、
実
用
化
さ
せ
た

石
け
ん
系
泡
消
火
剤
『
ミ
ラ
ク
ル
フ
ォ
ー

ム
』
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　特
徴
と
し
て
①
少
な
い
水
量
で
消
火
で

き
る
。②
放
水
に
よ
る
階
下
住
宅
へ
の
水

損
な
ど
二
次
的
被
害
を
軽
減
で
き
る
。③

ホ
ー
ス
が
軽
く
機
動
性
が
高
い
た
め
労
働

負
荷
を
軽
減
で
き
る
。④
自
然
の
中
で
分

解
さ
れ
る
た
め
環
境
負
担
を
低
減
で
き
る

こ
と
な
ど
の
説
明
を
受
け
ま
し
た
。

　訓
練
セ
ン
タ
ー
で
は
、『
ミ
ラ
ク
ル

フ
ォ
ー
ム
』
に
よ
る
消
火
の
実
験
を
見
学

し
、
そ
の
威
力
に
感
動
し
ま
し
た
。

　最
後
に
、
北
橋
健
治
北
九
州
市
長
等

と
の
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。

●
神
戸
市
で
は
、「
阪
神
・
淡
路
大
震
災
」

後
に
行
っ
た
防
災
計
画
の
見
直
し
、
震
災

復
興
後
の
住
民
の
防
災
に
対
す
る
意
識
の

向
上
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

　市
の
新
た
な
防
災
拠
点
と
し
て
今
年
４

月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
危
機
管
理
セ
ン

タ
ー
」
を
見
学
し
ま
し
た
。

　セ
ン
タ
ー
に
は
、
17
年
経
っ
た
「
阪
神
・

淡
路
大
震
災
」
の
教
訓
を
市
民
、
特
に
子

ど
も
た
ち
に
伝
え
、
防
災
意
識
を
啓
発
す

る
た
め
の
「
防
災
展
示
室
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

者
全
員
が
犠
牲
者
を
思
い
「
黙
と

う
」
を
捧
げ
ま
し
た
。
沖
縄
県
遺
族

連
合
会
会
長
に
よ
る
「
追
悼
の
こ
と

ば
」、関
係
者
に
よ
る
「
献
花
」
の
後
、

仲
井
眞
弘
多
沖
縄
県
知
事
は
、「
平

和
宣
言
」
で
、
沖
縄
県
と
し
て
東

日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
地
の
一

日
も
早
い
復
興
に
向
け
、
可
能
な

限
り
の
支
援
を
続
け
て
い
く
と
と

も
に
、
悲
惨
な
戦
争
の
教
訓
を
次

の
世
代
へ
正
し
く
伝
え
、
恒
久
平

和
の
実
現
を
目
指
し
て
、
全
力
で

邁
進
し
て
い
く
こ
と
を
宣
言
し
ま

し
た
。
続
い
て
、
県
立
首
里
高
校

の
金
城
美
奈
さ
ん
が
、
自
作
の
詩

「
礎
に
思
い
を
重
ね
て
」
を
朗
読
さ

れ
、
野
田
佳
彦
首
相
、
衆
・
参
両
院

議
長
に
よ
る
来
賓
あ
い
さ
つ
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　式
典
後
は
、
参
列
者
の
焼
香
が

行
わ
れ
、
ま
た
24
万
1,167
名
が
刻
銘

さ
れ
た
「
平
和
の
礎
」
の
前
に
は
、

多
く
の
遺
族
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

沖
縄
全
戦
没
者
追
悼
式
に

　
　
　
　
　参
加
し
ま
し
た

東京都関係者の南方地域戦没者慰霊碑「東京之塔」

詩を朗読する金城美奈さん

▲ インターネット中継（生中継・録画）

北九州市　消防局訓練センター

『石けん系泡消火剤』による実験

神戸市　危機管理センター『防災展示室』

い
し
じ

ま
いい

し
じ

北
九
州
市

神
戸
市
を
視
察
し
ま
し
た

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

新宿区議会ホームページもご覧ください

　区議会のインターネット中継（生中継・録画）、会議録

の検索のほか、議会の予定や議員名簿、請願・陳情、意見

書の全文などもご覧いただくことができます。

（
5
月
16
日
・
17
日
）

★ 9月19日から10月15日までの予定です。9月19日から10月15日までの予定です。
主な日程は、次のとおりです。主な日程は、次のとおりです。

平 成 2 4 年 　 第 3 回
定 例 会 の お 知 ら せ

本 会 議

決算特別委員会

9月19日（代表質問） ※午前10時から

10月15日（議案、意見書･決議等の採決）
※午後2時から※午後2時から

※午前10時から
9月20日（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）

※午前10時から

10月15日（議案、意見書･決議等の採決）
※午前10時から

　午前10時から　午前10時から

　午前10時から　午前10時から

　午前10時から　午前10時から

9月20日（代表質問・一般質問、議案の提案説明等）
9月19日（代表質問）

9月21日～10月3日（平成23年度 各会計決算審査）9月21日～10月3日（平成23年度 各会計決算審査）

平 成 2 4 年 　 第 3 回
定 例 会 の お 知 ら せ

特別委員会

10月 5日・9日10月 5日・9日

10月10日・11日10月10日・11日

常任委員会

★★ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所5階）

これまで本会議の開会時刻は、「午後2時」でしたが、
第2回定例会より、代表質問・一般質問を行う本会議の
開会時刻を「午前10時」としています。
なお、開会時刻の変更は、1年程度の試行措置です。

これまで本会議の開会時刻は、「午後2時」でしたが、
第2回定例会より、代表質問・一般質問を行う本会議の
開会時刻を「午前10時」としています。
なお、開会時刻の変更は、1年程度の試行措置です。

★★本会議は、「新宿区議会ホームページ」でインターネット
中継（生中継・録画）を実施しています。
ぜひご利用ください。

本会議は、「新宿区議会ホームページ」でインターネット
中継（生中継・録画）を実施しています。
ぜひご利用ください。

★★

※※

手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。
事前に議会事務局（TEL5273-3534）までご連絡く
ださい。

★

手話通訳者または要約筆記者の配置もできます。
事前に議会事務局（TEL5273-3534）までご連絡く
ださい。

ぜひ傍聴にいらしてください。（区役所5階）



古紙配合率100%再生紙を使用しています 

新宿区は、環境への負荷
を少なくし、未来の環境
を創造するまちづくりを
推進しています。
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　請
願
・
陳
情
の
内
容
は
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い

た
だ
く
か
、
議
会
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

継
続
審
査
と
な
っ
た
も
の

　1
件

環
境
建
設
委
員
会

□
坂
町
10
番
地
11
の
建
築
基
準
法
第
42
条
第
2
項
道
路
判
定
結
果

　に
関
す
る
陳
情

　平
成
24
年
第
2
回
定
例
会
の
記
事
を
中
心

に
ま
と
め
た
議
会
だ
よ
り
を
お
届
け
し
ま
す
。

　本
紙
に
つ
い
て
の
ご
意
見
、
ご
要
望
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
、
議
会
事
務
局
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
。

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
「
10
時
開
会
」
を
試
行
し
ま
し
た

　こ
れ
ま
で
本
会
議
の
開
会

時
刻
は
、「
午
後
2
時
」
と
し

て
い
ま
し
た
が
、
今
定
例
会

か
ら
代
表
質
問
等
を
行
う
2

日
間
の
開
会
時
刻
を
「
午
前

10
時
」
と
し
ま
し
た
。

　開
会
時
刻
の
変
更
は
、
よ
り

効
率
的
に
議
会
を
運
営
す
る
こ

と
で
、
経
費
の
節
減
に
努
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
1

年
間
程
度
試
行
す
る
も
の
で
す
。

　議
会
運
営
委
員
会
で
は
、
開

会
時
刻
変
更
の
試
行
が
円
滑
に

行
え
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
本

会
議
当
日
の
午
前
中
に
行
っ
て

い
た
議
事
内
容
や
質
問
者
・
質

問
項
目
等
の
確
認
方
法
に
つ
い

て
、
様
々
な
視
点
か
ら
検
討
を

重
ね
て
い
ま
す
。

　今
後
も
様
々
な
取
組
み
を

行
っ
て
、
よ
り
多
く
の
区
民

の
皆
様
に
傍
聴
に
お
い
で
い

た
だ
き
、
区
議
会
を
身
近
に

感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、

わ
か
り
や
す
い
議
会
運
営
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

防
災
等
安
全
対
策
特
別
委
員
会

区
有
施
設
の
節
電
対
策
、
ホ
テ
ル
等
の
緊
急
点
検
調

査
の
報
告
を
受
け
、
議
員
提
出
議
案
に
つ
い
て
審
査

　今
定
例
会
で
は
、
視
察
の

ま
と
め
を
行
い
、
議
案
1
件

を
審
査
し
、
2
件
の
報
告
を

受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
5
月
16
日
・
17
日
に
実
施
し

た
福
岡
県
北
九
州
市
、
兵
庫

県
神
戸
市
へ
の
視
察
に
つ
い

て
ま
と
め
を
行
い
ま
し
た
。

●
今
夏
の
区
有
施
設
で
の
節

電
方
針
と
し
て
、
区
民
サ
ー

ビ
ス
を
極
力
低
下
さ
せ
な
い

範
囲
で
昨
年
並
み
の
節
電
対

策
に
取
組
む
こ
と
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　街
路
灯
に
つ
い
て
は
、
昨
夏

に
1,000
本
を
消
灯
し
、
順
次
解
除

し
て
400
本
に
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
夏
は
現
状
を
維
持
す
る

こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

●
5
月
に
起
き
た
広
島
県
福

山
市
の
ホ
テ
ル
火
災
を
受
け
、

再
発
防
止
の
た
め
、
消
防
・
警

察
と
区
が
連
携
し
、
緊
急
点

検
調
査
を
開
始
し
た
こ
と
に

つ
い
て
報
告
を
受
け
ま
し
た
。

●
議
員
提
出
議
案
の
「
新
宿
区

空
き
家
等
の
適
正
管
理
に
関
す

る
条
例
」
に
つ
い
て
、
質
疑
・
討

論
を
行
い
採
決
し
た
結
果
、
賛

成
少
数
で
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

自
治
・
地
方
分
権
特
別
委
員
会

「
住
民
投
票
条
例
」
に
関
し
て

研
究
、
議
論
を
深
め
る

●「
新
宿
区
自
治
基
本
条
例
」

に
お
け
る
懸
案
事
項
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
当

委
員
会
で
の
調
査
事
件
に
も

な
っ
て
い
る
「
住
民
投
票
条

例
」
に
つ
い
て
、
先
行
し
て
制

定
し
て
い
る
神
奈
川
県
川
崎

市
を
視
察
し
ま
し
た
。
川
崎

市
で
は
、
条
例
制
定
ま
で
の

検
討
経
過
や
条
例
制
定
時
の

状
況
、
外
国
人
の
投
票
権
、

発
議
の
仕
方
な
ど
条
例
の
特

長
や
問
題
点
の
説
明
を
受
け
、

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　先
行
自
治
体
で
の
事
例
を

き
ち
ん
と
検
討
す
る
こ
と
で
、

更
に
実
り
あ
る
議
論
の
展
開

を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

●
東
京
都
と
特
別
区
と
の
間

に
お
け
る
都
区
財
政
調
整
の

あ
り
方
に
関
し
て
も
、
引
き

続
き
将
来
的
な
改
革
へ
の
展

望
と
あ
わ
せ
て
議
論
を
行
い

ま
し
た
。

議
会
・
行
財
政
改
革
特
別
委
員
会

松
戸
市
議
会
視
察
の
ま
と
め
と

新
宿
区
経
常
事
業
評
価
の
実
施
方
法
に
つ
い
て

●
5
月
22
日
に
実
施
し
た
千

葉
県
松
戸
市
議
会
で
の
視
察

に
つ
い
て
、
意
見
交
換
・
ま
と

め
を
行
い
ま
し
た
。
松
戸
市

議
会
で
は
、
各
常
任
委
員
会

の
所
管
事
務
調
査
事
項
か
ら

現
在
市
政
が
抱
え
る
課
題
を

具
体
的
に
抽
出
し
、
閉
会
中

も
継
続
的
に
検
討
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　議
会
と
し
て
意
見
集
約
が
な

さ
れ
た
事
案
を
政
策
提
言
と
し

て
市
民
・
行
政
に
発
信
し
た
事

例
な
ど
に
つ
い
て
、
説
明
を
受

け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　委
員
か
ら
は
、「
新
宿
区
議

会
と
は
、
常
任
委
員
会
の
運

営
方
法
な
ど
違
う
点
が
多
く

あ
る
が
、
他
市
の
議
会
改
革

の
経
緯
を
知
る
こ
と
は
と
て

も
参
考
に
な
っ
た
。」
な
ど
の

意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
今
年
か
ら
新
た
に
実
施
さ
れ

る
「
経
常
事
業
評
価
」
の
目
的

や
基
本
的
な
考
え
方
、
分
析
及

び
評
価
方
法
、
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
評
価

に
伴
う
業
務
量
の
負
担
や
事
業

評
価
に
対
す
る
議
会
の
関
わ
り

方
な
ど
に
つ
い
て
、
質
疑
・
議

論
を
行
い
ま
し
た
。

環
境
建
設
委
員
会

木
造
建
築
物
の
耐
震
化
支
援
が

拡
大
さ
れ
ま
し
た

　今
定
例
会
で
は
、
議
案
2

件
と
陳
情
2
件
を
審
査
し
、

4
件
の
報
告
を
受
け
質
疑
を

行
い
ま
し
た
。

●「
新
宿
区
立
公
園
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」
が
可
決

さ
れ
、
平
成
25
年
4
月
1
日

よ
り
新
宿
中
央
公
園
の
管
理

を
指
定
管
理
者
に
行
わ
せ
る

こ
と
が
決
定
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
補
正
予
算
が
可
決

さ
れ
た
こ
と
で
、「
建
築
基
準

法
」
に
基
づ
く
道
路
に
突
出
も

し
く
は
無
接
道
の
木
造
建
築

物
へ
の
耐
震
化
支
援
事
業
の

予
算
と
し
て
2,460
万
円
が
新
た

に
計
上
さ
れ
ま
し
た
。

●「
平
成
23
年
度
資
源
・
ご
み

の
収
集
実
績
」「
神
田
川
生
き

物
実
態
調
査
」
等
4
件
の
報

告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し

た
。

●
建
築
基
準
法
第
42
条
第
2

項
道
路
判
定
結
果
に
関
す
る

陳
情
は
、
審
査
の
結
果
、
継

続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。
継

続
審
査
と
な
っ
て
い
た
陳
情

1
件
に
つ
い
て
も
、
再
度
質

疑
を
行
い
ま
し
た
が
、
継
続

審
査
と
な
り
ま
し
た
。

文
教
委
員
会

新
宿
区
立
幼
稚
園
条
例
の
一
部
改
正

他
1
件
の
議
案
を
審
査

　今
定
例
会
で
は
、
議
案
２

件
を
審
査
し
、
2
件
の
報
告

を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●「
新
宿
区
立
幼
稚
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」
は
、

①
落
合
第
一
幼
稚
園
を
改
築

し
、
落
合
第
一
小
学
校
の
情

緒
障
害
等
通
級
指
導
学
級
と

す
る
た
め
同
園
を
廃
止
す
る
、

②
耐
震
改
修
工
事
の
た
め
仮

園
舎
に
移
転
す
る
東
戸
山
幼

稚
園
の
住
所
を
変
更
す
る
、

と
い
う
内
容
で
あ
り
、
全
員

賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●「
新
宿
区
立
の
小
学
校
、
中

学
校
及
び
特
別
支
援
学
校
の

非
常
勤
の
学
校
医
、
学
校
歯

科
医
及
び
学
校
薬
剤
師
の
公

務
災
害
補
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

は
、
政
令
等
の
改
正
に
併
せ

学
校
薬
剤
師
の
補
償
額
を
一

部
引
き
下
げ
る
内
容
で
あ
り
、

全
員
賛
成
で
可
決
し
ま
し
た
。

●
来
年
度
、
新
宿
中
学
校
に

「
日
本
語
学
級
」
が
設
置
さ
れ

る
こ
と
に
つ
い
て
の
報
告
を

受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　「
日
本
語
学
級
」
は
、
転
・
編

入
し
た
外
国
籍
生
徒
等
が
日
本

語
指
導
を
通
し
て
、
学
習
内
容

の
理
解
や
学
校
生
活
へ
の
適
応

が
円
滑
に
進
む
よ
う
設
置
さ
れ

る
も
の
で
す
。
教
育
委
員
会
や

未
来
創
造
財
団
、
支
援
団
体
が

行
っ
て
い
る
日
本
語
サ
ポ
ー
ト

体
制
と
の
連
携
に
よ
る
指
導
機

能
の
充
実
を
図
っ
て
い
く
と
さ

れ
、
す
で
に
大
久
保
小
学
校
に

は
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

　各
委
員
か
ら
は
、
特
別
支

援
学
級
と
の
関
係
、
現
行
の

支
援
体
制
や
小
中
学
校
の
連

携
強
化
、
新
宿
中
学
校
に
お

け
る
加
配
教
員
に
よ
る
対
応

か
ら
学
級
設
置
へ
変
更
す
る

こ
と
に
関
す
る
配
慮
等
、
様
々

な
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

福
祉
健
康
委
員
会

保
育
所
等
の
耐
震
改
修
経
費
助
成
や
高
齢
者

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
費
用
の
補
正
予
算
を
可
決

　今
定
例
会
で
は
、
議
案
10

件
と
継
続
審
査
中
の
陳
情
3

件
を
審
査
し
、
9
件
の
報
告

を
受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

●
シ
ニ
ア
活
動
館
や
地
域
交
流

館
、
子
育
て
支
援
施
設
な
ど
の

指
定
管
理
者
に
係
る
条
例
な
ど

9
件
と
、
保
育
所
等
の
耐
震
改

修
経
費
や
高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
接
種
費
用
の
補
正
予
算

1
件
の
議
案
を
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
ま
し
た
。

●「
夏
期
に
お
け
る
高
齢
者
の

見
守
り
活
動
」「
こ
と
ぶ
き
館
・

児
童
館
に
お
け
る
指
定
管
理

者
制
度
の
活
用
」「
国
民
健
康

保
険
被
保
険
者
資
格
証
明
書

の
対
象
世
帯
の
変
更
」
な
ど
の

　
報
告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。
国
民
健
康
保
険
に
関

す
る
報
告
に
対
し
て
は
、
保

険
料
を
や
む
な
く
滞
納
し
て

い
る
世
帯
に
は
、
よ
り
丁
寧

に
相
談
に
応
じ
る
よ
う
に
と

の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

●
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た
「
公

的
年
金
」
や
「
安
全
・
安
心
の
医

療
・
介
護
」
な
ど
に
係
る
陳
情
の

審
査
を
行
い
ま
し
た
が
、
引
き
続

き
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

総
務
区
民
委
員
会

新
宿
区
特
別
区
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
な
ど
16
議
案
を
審
査

　今
定
例
会
で
は
、「
新
宿
区
立

新
宿
NPO
協
働
推
進
セ
ン
タ
ー
条

例
」な
ど
新
た
な
条
例
制
定
3
件
、

条
例
改
正
6
件
、
一
般
会
計
補
正

予
算
な
ど
16
件
の
議
案
と
継
続
審

査
中
の
陳
情
1
件
を
審
査
し
、
12

件
の
報
告
を
受
け
質
疑
を
行
い
ま

し
た
。

●「
新
宿
区
特
別
区
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

の
う
ち
、
特
別
区
民
税
の
均

等
割
額
を
500
円
加
算
し
、
防

災
対
策
に
充
て
る
こ
と
に
つ

い
て
は
、
防
災
施
策
の
充
実

や
地
域
防
災
力
の
向
上
に
向

け
た
具
体
的
な
使
途
に
関
す

る
質
疑
や
意
見
が
あ
り
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

　そ
の
他
の
15
議
案
に
つ
い

て
は
、
全
員
賛
成
で
可
決
し

ま
し
た
。

●
継
続
審
査
と
な
っ
て
い
た

「
日
本
軍
『
慰
安
婦
』
問
題
へ
の

政
府
の
誠
実
な
対
応
を
求
め

る
意
見
書
の
採
択
を
求
め
る

陳
情
」
に
つ
い
て
は
、
引
き
続

き
継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

●「
外
国
人
に
関
す
る
住
民
制
度

改
正
作
業
の
進
捗
状
況
」
や「（
仮

称
）『
漱
石
山
房
』
記
念
館
整
備
検

討
会
」
の
設
置
等
12
件
の
報
告
を

受
け
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。
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